
 

１ 飼料設計どおりに食べているか 

牛は飼料設計どおりに食べてくれていると思いがちですが、飼料の採食量は、粗飼料の品質

や牛の健康状態によって左右され、さらに、いつでもエサを食べられる状態か、などの給与方

法にも影響を受けます。想定どおりに食べていない場合は、乳量低下や、体重減少、さらに疾

病や不受胎にもつながります。そのため、日々の観察で牛の採食量を観察すると共に、想定さ

れる乳量や体重が得られているかを確認する必要があります。 

これらを確認する手段としてルーメンフィルスコア（RFS）と、ボディコンデションスコア

（BCS）があります。以下に採食量の目安となる RFS と体脂肪蓄積の判断基準となる BCS に

ついて記します。 

 

(１)採食量は低下していないか 
ルーメンフィルスコア（RFS）により牛の日々のルーメンの充満度を数値化することができま

す。この値が高いほど飼料の採食量が多いことを示します。RFS の測定位置は牛の左側の最後

肋骨と、横突起、腰角で囲まれた部分の張りや、凹みで判定し、１～５までの範囲で値をつけま

す。ステージ毎の推奨値は、泌乳期で 3 以上、泌乳後期で 4 以上、乾乳期で５となります。 

＜RFS の測定方法＞ 
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釧路農業改良普及センターHP より引用 

＜RFS の測定結果と対応＞ 
まずは、泌乳牛、乾乳牛の RFS が推奨値を上回っているかを確認します。また、牛群内で極

端に食べられない牛がいるかを見ていきます。牛群全体の値が低い場合は、粗飼料の品質や、飼

槽管理を確認します。さらに、特定の牛の値が低い場合は過密や食い負けが生じていないかを見

て対策を講じる必要があります。 

牛 を 見 る 目 

 

数値が大きいほど採食量が多いことを示しています 



(２)体重（体脂肪蓄積）は適切か 
ボディーコンディションスコア（BCS）により、乳牛の中・長期的な体脂肪蓄積を数値化する

ことができます。BCS の測定は UV 法が多く用いられ、牛の腰角、坐骨、仙骨靱帯、尾骨靱帯

を見ることで判定します。BCS は１～５の範囲を 0.25 刻みで評価し、数値が大きいほど太っ

ていることを示します。ステージ毎に BCS の推奨値が示されており、泌乳期は、2.75～3.5 の

範囲が理想的とされています。また、分娩後の泌乳前期の低下を 0.5 程度に抑えることや、泌乳

後期に太らせすぎないことが重要とされており、3.5 までにとどめることが推奨されています。

なお、乾乳期は、3.25～3.5 が理想的な範囲とされており、変動させないことが重要です。さら

に、3.75 以上になると難産や分娩前後の代謝病を発症することが懸念されるため注意します。 
＜UV 法による BCS の測定部位＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜BCS の測定方法＞ 

 

 

 

 

 

 

           

＜BCS の測定結果と対応＞ 
BCS は、測定時の数値にのみ注目するのではなく、変化の方向やスピードを把握することが

より重要になります。 

泌乳量の増加とともに、分娩後の体重低下は大きくなります。例えば、1 日１kg づつ痩せて

いき、１ヶ月間で３０kg の低下にとどめることができれば、BCS では、0.5 の低下となり理想

的な状態にあることが推察されます。しかし、これを上回るスピードで低下している場合や体重

の低下が長引く場合は、採食量の確保に向けた対策が必要になります。一方で泌乳後期に過肥が

心配される場合は、濃厚飼料の給与量を減らすなどの調整を行います。 
 

 

 

V字型＝ BCS 3.０以下 U 字型＝ BCS 3.25 以上 

BCS 腰角 坐骨 BCS 仙骨靱帯 尾骨靱帯 

3.00 丸い 丸い 3.25 見える 見える 

2.75 角張る 丸い 3.50 見える わずかに見える 

2.50 角張る 角張る 3.75 わずかに見える 見えない 

 －  －  － 4.00 見えない 見えない 



(３)牧草の食い込みはどうか 
  牧草サイレージの品質が低下すると選び食いにより粗飼料と濃厚飼料のバランスが崩れ、ルー

メンアシドーシスを起こすことがあります。その際は、糞が軟便になるため、糞の状態を観察す

ると共に粗飼料の食べ残しが増えていないかを確認し、対策を検討します。 

＜ルーメンアシドーシスの疑いがある糞＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 飼料の採食量確保に向けた対応 

牛の栄養要求量を満たすためには、飼料の採食量確保に向けた対応が求められます。まずは、

牛がいつでも十分にエサを食べられる環境をつくることが重要です。また、飼料を食い込ませ

るためには飲水量の確保や粗飼料の品質に応じた給与方法、さらには、牛舎の換気による空気

中のアンモニア濃度の低下が効果的です。以下にこれらの対応を記します。 

(１)いつでも十分にエサが食べられる環境をつくる 
いつでも食べやすい位置にエサが置かれていることが理想です。牛が最も採食する飼槽の位

置を採食ターゲット位置と言います。令和 2 年度に十勝農業改良普及センター十勝南部支所が、

管轄地域のフリーストール牛舎 6 軒で調査したところ、採食ターゲット位置は、飼槽壁から 30

～60 ㎝の位置であったと報告しています。エサ寄せの際に飼槽壁の近くに寄せすぎている場

合も見られますのでエサの位置が採食ターゲット位置に最も多く寄せられているか確認してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エサの位置が遠すぎる            適切な位置にエサがある 

（飼壁から 30～60 ㎝の位置にエサがない）   （食べやすい位置に十分なエサがある） 

軟便で未消化物が多く、泡が見

られる場合はアシドーシスの疑

いがあります。 

えさエサ寄せのタイミング → 牛の口元にエサが無くなる前にエサ寄せを行い、常に

エサを食べやすい状態にする 

   エサ寄せの方法    →   牛が食べやすい位置にエサを寄せる 

（飼槽壁から 30～60 ㎝の位置にエサを多く寄せる） 

 



(２)十分な飲水量を確保するために 
エサを食い込ませるためには、十分な飲水量の確保が必要です。定期的な水槽の清掃により、

衛生的な状態を維持します。また、吐水量不足が原因で十分な飲水ができていない場合もあり

ます。その場合は、ウォーターカップのポッチのすり減りや配管構造を確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  十分な飲水量が確保できない       十分に水を飲むことができる 

（飼料片が混入し不衛生）      （きれいに清掃されており衛生的） 

(３)粗飼料の品質に応じた給与方法 
牧草サイレージの品質が低下すると選び

食いにより粗飼料と濃厚飼料のバランスが

崩れやすくなります。粗飼料の食い込みを確

保し、採食量をできるだけ、低下させないた

めには、つぎの方法が有効です。 

 

(４)適切な換気による飼料の採食量確保（冬期間の対応） 
換気が悪いと空気中の湿度やアンモニア濃度が高まり、採食量が低下します。冬期間は、牛

舎の窓や扉を閉め切りがちになりますが、換気扇の風量や換気のタイミングに配慮することで、

換気の効果を得ることができます。トンネル換気の牛舎では稼働させる換気扇の台数を制限し

たりインバーター機能を使って換気を行うことで給水施設の凍結を防ぎながら換気を行うこと

が可能です。また、天井に排気口がある牛舎の場合で入気

口（オープンイーブ）が確保されている場合は牛が発する

熱によって空気が対流し、汚れた空気が排出されます。し

かし、入気口がない場合はスムーズに排気されないため窓

やカーテンを開けるなどの対応が必要です。なお、給水施

設の凍結などが懸念される場合は、温度の高い昼の時間帯

に換気を行います。                     

                             牛舎内の空気の流れ 

（問い合わせ先）宗谷農業改良普及センター ＴＥＬ０１６３４－６－１４４１ 

 宗谷農業改良普及センターの HP は、こちらから、ご覧ください。→ → → 

・給与回数やエサ寄せ回数を増やす 

・糖蜜などを添加する 

・自家産の良質な粗飼料を併給する 


